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青
あお

羽
ば

美
み

空
そら

さん
（戸田東小学校　5年）

たんぽぽの一生を自分自身の成長に重ねて
描きました。このたんぽぽと同じように、次
の学年に向けて成長していきたいという思
いを込めました。
花びらにいくつかの色を重ねることで、立体
感を出し、たんぽぽの力強さを表現しました。

作品名

「子どもと大人」

第62回

今月は、「応援」「拍手」についての手話を紹介します。
問い合わせ　障害福祉課（内線 297）

両手こぶしを上下に構え、緩やかな弧を描きな
がら左右に振る。

両手のひらを開き指先を上に向け、手首を回
しながら手のひらを小さく動かす。

１

仲間と共に歩む

竹内さんは29歳の時に戸田市へ移り住み、子ども会の活動でソフトボールに出

会いました。仲間と共に立ち上げた「ソフトボール協会」の交流は国内外に及び、

海外では、金品やカメラを盗まれたり、雪の中で試合をしたりと大変なことも

多くあったそうです。それでも「またこの国で試合をしよう」という思いから、

持っていた道具を全て相手チームに渡して帰国したことも。どんな経験も笑っ

て話す姿に、竹内さんのソフトボールへの愛が伝わってきます。

数え年で90歳になった今も、仲間との深い交流は絶えず、誕生日にはオリジナ

ルのTシャツをもらったそうです。「一人ではで

きないことも、みんなでやればできる。何歳になっ

ても仲間はよいものです」と語る言葉には、竹内

さんの人生そのものが映し出されているようでした。
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内
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勤
つとむ
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（美女木　89歳）
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応援 拍手

市長が全力で市内を取材し、紹介するコーナーです。
取材先で皆さんの声を聴き、キラリと輝く戸田の宝を発掘します。

Special photo

動画版も公開中 !

戸田市で第一号の葬儀社
戸田市を拠点に地域密着で葬祭業を営む、熊木式典株式会社を取材しました。同社が
1964年に創業するまで戸田には葬儀社がなく、葬儀を執り行うには、蕨市の葬儀社を
使う必要がありました。専務取締役の熊

くま

木
き

 将
まさひろ

広さんは、「祖父は霊
れい

柩
きゅう

車
しゃ

の運転手をし
ていました。同級生だった当時の戸田町長から、『葬儀社をしないか』と言われたのが
創業のきっかけです」と話します。
町からの後押しを受け、事業を始めた熊木式典株式会社。当時の葬儀は、自宅で執り行
うのが一般的でした。そんな中、2代目社長に就任した熊木さんの父は、アパートやマ
ンション住まいの住人が増える状況を踏まえ、新た
な葬儀の形を模索します。「先見の明があった父は、
そうした自宅で葬儀を行いづらい人のために、40
年ほど前にホールを建てたんです」（熊木さん）。い
まや同社は、戸田公園と北戸田に2つのホールを持ち、
市民の「最期のお別れ」の時をサポートしています。

ホールを避難所に登録し地域貢献
大切な人との別れは、突然訪れることも多いもの。熊木さんは「 憔

しょう

悴
すい

している方や落ち
着かない気持ちの方もいらっしゃるので、丁寧に接するようにしています」と言います。
ホールのデザインにもこだわり、落ち着いた雰囲気や、緑を取り入れてリラックスでき
る空間にしているそうです。
広いホールは、いざというとき避難所としても活用できます。「オネスト戸田公園」は、
東日本大震災後に一時避難所として登録。また、小学校の通学路にあることから、市の
「子どもひなん所110番」にも登録しています。葬儀
社ならではのイベントも定期的に開いており、お菓
子やお茶のアウトレット販売や人形供養、プロのカ
メラマンによる写真撮影会などが地域の方から人気
だそうです。本業はもちろん、ほかにもさまざまな
形で地域との関わりを大切にしている熊木式典。ま
さに、“地域密着型”の企業だと感じました。

熊木式典株式会社（オネスト戸田公園）第52回

熊木式典株式会社 
本町2-13 -12
戸田で第一号の葬儀社として、1964年に
創業。モットーは、明確な料金提示・24
時間迅速対応・誠実で正直であること。入
会すると各種の優待やサービスが受けられ
る会員制度「オネストクラブ」を持つ。宗旨、
宗派を問わず、葬儀に対応する。

入棺体験をしました。生前に棺
に入るこの体験は、「入ると長生
きする」と言われ、実は縁起がよ
いとされています。私はちょう
ど50歳。「人生 100年」と言わ
れていますが、来たるその時ま
で一生懸命生きようと改めて思
いました。

笹目川に親しむイベント「笹目
川秋フェスタ」。熊木式典は例
年、近くにあるホール「オネスト
北戸田」のトイレや授乳室などを、
参加者向けに開放してくれてい
ます。お菓子のつかみ取りなど、
親子で楽しめる催しも行ってい
ます。

取材先募集中！ 市長が市内の企業や事業所など、皆さんのところへ取材に行きます。申し込みは市長公室（内線423）まで。

取材を終えて市長は
入棺体験は、50歳の節目に忘れられない思い出になりました。人生
の中で誰もが経験する、大切な人とのお別れ。熊木式典は、心遣いを
大切にしながら、その場に臨む人々に長年寄り添ってきたことが分か
りました。旧戸田町の時代に、「地域に葬儀社を」との思いから創業し
た熊木式典。同社には、これからも、戸田のまちと共に歩み続けてほ
しいと思います。

動画は
こちら

熊木さんは「今は昔と違って死をタブー視しな
くなった」と変化を語っていました

庭園が美しいオネスト戸田公園の会食場
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